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山側斜面崩落による余川川の河道閉塞状況（氷見市余川地区） 



 
令和８年８月２７日からの豪雨災害に関する緊急要望 

   

 

本県では、８月２７日未明から明け方にかけて、県西部に線状降水

帯が観測されたほか、氷見市では「レベル５大雨特別警報」が発表さ

れ、12時間降水量が観測史上最大となる 317ミリとなるなど、県西部

を中心に記録的な豪雨となり、高岡市、氷見市、小矢部市、射水市の

４市に災害救助法を適用するに至りました。 

今回の豪雨により、多数の家屋や車両への浸水被害に加え、河川や

道路などの公共土木施設にも甚大な被害が発生するなど、令和６年能

登半島地震からの復旧・復興に全力で取り組んでいる最中にもかかわ

らず、県民生活や地域経済に深刻な影響を及ぼしております。 

つきましては、以下について、格別のご配慮を賜りますようお願い

申し上げます。 
 

１ 激甚災害の早期指定 

今回の本県を含む北陸三県で発生した豪雨災害について、「激甚災害

に対処するための特別の財政援助等に関する法律」に基づく指定を早

期に行い、必要な財政措置等を講じること。 

 

２ 公共インフラ施設等の早期復旧、防災・減災、国土強靱化に対する支援 

（１）被災した公共土木施設などの早期復旧に向け、技術的指導など

の支援や災害査定の円滑な実施を図るとともに、災害復旧にあたっ

ては、原形復旧だけでなく、従前の機能性・安全性の向上に資する

改良復旧事業などの推進に配慮すること。 

（２）災害に強い県土づくりを実現するため、第１次国土強靱化実施

中期計画に基づき、今後の物価高や賃金水準の上昇等を適切に反映

した上で、地方の実質的負担の割合にも配慮し、必要な予算・財源

を確実に確保すること。 
 
 
 
 
 



３ 復旧・復興に向けた中期的・継続的な財政支援 

復旧・復興に迅速かつ適切に対応するため、被災自治体が実施する

独自支援策も含め、特別交付税の配分への配慮など、被災自治体への

中期的・継続的な財政支援を講じること。 

 

令和８年９月６日 
 

富山県知事 新 田 八 朗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住家裏の斜面崩壊による被災状況 

（氷見市阿尾地区） 

県道仏生寺太田線の道路損壊状況 

（氷見市吉池地区） 

県道万尾脇方線の道路損壊状況 

（氷見市味川地区） 

宇波川の護岸崩壊による被災状況 

（氷見市脇方地区） 


